
ネギハモグリバエは、成虫が体長約２ｍｍの

小さなハエで、幼虫は約４ｍｍのウジ虫です。

幼虫はネギの葉の中に潜り込み、内側を食い

進みます。食害痕は白いすじ状となり、進展す

ると近接した食害痕同士がくっついて葉全体が

白化したようになります。

ネギハモグリバエは、春から秋までに５～６

回発生し、蛹の状態で土中で越冬することがで

きます。被害を受けた葉や収穫残さは次の発生

源となるため、ほ場に放置しないようにしま

しょう。

薬剤散布は表を参考にし、多発生時（葉のお

よそ３～４割に食害痕がみられる程度）には５

～７日間隔で行ってください。

例年発生が多くみられるほ場等では、生育期

の粒剤の使用も検討してください。発生が急増

する前の８月中下旬頃に使用すると効果的です。

これから多発が予想されるネギハモグリバエの防除について

農業いばらきweb版がはじまりました！
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QRコードから
HPにアクセス

結城農業かわら版

2023年4月、茨城農業を応援する「農業いばらき」は、会費制情報誌からスマホ向け無料
webサイトに生まれ変わり、最新の農業情報を「いつでも」「どこでも」「誰とでも」
閲覧できるようになりました。

いつでも
会員登録不要の無料サイトです。
第一線の有識者による農業経営学や
土壌肥料学など、農業経営に役立つ
記事が掲載されています。

どこでも
月刊誌からweb版に移行したことで、
パソコンやスマホ、タブレット等の
あらゆる電子機器で閲覧できます。

誰とでも
パソコン・スマホ等が使えない方と
も情報が共有できるよう、記事の最
後尾にA4用紙に印刷できる印刷ボ
タンがあります。

ホームページは
こちらのQRコードから

表 ネギハモグリバエ防除に有効な殺虫剤
（令和5年6月1日登録確認）

本資料の作成にあたっては、農薬使用基準の内容について細心の注意を払っていますが、農薬を使用する方は、必ず使用す
る前にはラベルを必ず見て、対象作物、希釈倍数や使用量、使用時期、使用回数等を確認し、農薬の誤った使用を行わないよ
うにしてください。また、農薬の新しい安全性評価導入等にともない、直ちに使用方法を変更するよう注意喚起される場合が
あります。その場合は、ラベルの使用方法ではなく、変更後の使用方法に従って使用してください。注意喚起の有無は、農薬
の購入先や茨城県病害虫防除所のホームページ等で確認してください。農薬散布時には風向、風速、散布位置やノズルの向き
等に注意し、周辺作物に農薬が飛散（ドリフト）しないよう注意して行いましょう。特に、周辺作物が収穫期に近い場合は、
栽培者と情報交換することが重要です。

食害痕 食害痕により白化した葉
写真：茨城県農業総合センター病害虫防除部

農　薬　名 使用方法
使用時期

（収穫前日数）

アファーム乳剤　★ 散布 7日前まで

リーフガード顆粒水和剤 散布 7日前まで

グレーシア乳剤　★ 散布 7日前まで

アクタラ顆粒水溶剤 散布 3日前まで

アグリメック 散布 3日前まで

ファインセーブフロアブル 散布 3日前まで

ディアナＳＣ 散布 前日まで

べネビアＯＤ　★ 散布 前日まで

ミネクトデュオ粒剤　★ 株元散布 3日前まで

ベストガード粒剤 株元処理 前日まで

★：ﾊﾓｸﾞﾘﾊﾞｴ類での登録



八千代町ブドウ栽培現地研修会が開催されました！

茨城県立農業大学校の体験入学のお知らせ

茨城県立農業大学校では、農業に関する幅広い
知識と高度な生産・経営技術を学ぶことができ、
管内でも多くのOB・OGが活躍されています。今
年も学校の様子や各学科・コースを知ってもらう
ために体験入学を行います。高校生はもちろん、
社会人の方も興味のある方はぜひお気軽にお問合
せください。

〒311-3116
茨城県東茨城郡茨城町長岡4070-186
茨城県立農業大学校
TEL：029-292-0010 FAX：029-292-0903

お問い合わせ

キャンパス 日程 実習体験コース

【農業部】
長岡キャンパス

７月27日（木）
10:00～14:00

普通作
露地野菜
果樹
畜産

【園芸部】
岩井キャンパス

７月28日（金）
10:00～14:00

施設野菜
花き

また、6月5日から9日まで１年生を
対象とした先進農業派遣実習を行い
ました。
常総市の農業経営士、青年農業士

等４名の方々が園芸部９名を受け入
れ、指導していただきました。あり
がとうございました。

熱中症対策のため、こまめな水分補給を心がけましょう
体調が悪くなる前に早めの休憩をしましょう

5月23日、八千代町にて、現地研修会が開催
されました。
八千代町では、地域のブドウ栽培導入を支援

しており、6月に「八千代町ブドウ研究会」の
立上げを予定しています。今回の現地研修会は、
八千代町産業振興課と普及センターの参加のも
と、ブドウ栽培者6名のほ場を巡回しました。
また、今回の研修会では、農業総合センターの
果樹担当専技を招き、若木管理や摘粒方法など
の栽培支援を行いました。
各園ともに生育は順調で、参加者はお互いの

仕立て方法や導入品種、設備などについて熱心
に意見交換していました。
八千代町では、ブドウ栽培導入者の安定栽培

や、地域のブドウ生産を活性化するため、今後
とも研修会や見回り会を開催する予定です。普
及センターでは、今後とも町と連携し、ブドウ
生産者の組織活動支援を行っていきます。


